


















































蛇 名 保 彦
まず第一点目の趣旨でございますが(-これはここに既に
書かれているわけですから､私が繰り返すまでもないわけ
ですが､ただ問題意識をかいつまんで申し上げますと､
我々としてはやはり研究所を取り巻くといいますか､ある
いは大学ないし地域を取り巻く状況をどういうふうに理解
すべきかという点が非常に大事でございます｡その点が不
明確だと､結局最後まで首尾一貫した研究ということが出
来ないわけであります｡その意味で我々は我々を取り巻く
状況といいますか､環境というものを3つの点に整理をし
て捉えたということでございます｡第1の点は､いわゆる
グローバリゼーションということでございます｡これは､
説明するまでもなく､我々が日常 ･日頃から体験をしてい
る､大きなトレンドといいますか､流れです｡日々､我々
は､経済 ･社会あるいは文化に至るまで､我々の生活全般
に渡ってこの波に追われているというのが実状でございま
す｡それから2つ目は､そのグローバリゼーションの背景
を成している重要な要素でございます｡それは､いわゆる
市場化というものです｡つまり､これは分かり易く言えば､
市場経済の拡大でございます｡それは､社会主義体制が
1989年のベルリンの壁崩壊以降､市場経済に変わったとい
うことを機として､大変急速にしかも世界的に今拡大しつ
つあるわけです｡しかし､市場化というものは､単にそう
いう外延的な拡大だけではなくて- それがいわゆるグロ
ーバリゼーションと言われるものに拘わるんですが- よ
く観ればは我々の生活あるいはものの考え方､意識､こう
いったものにまで影響を及ぼしつつあるということでござ
います｡.ある意味では市場経済特採化しつつある｡ 深化と
いうのは深まるということです｡こういう､内延的な市場
経済の拡大といいますか､こういうものも我々は見過ごす
わけにはいかないということであります｡その意味で我々
はそのグローバリゼーションとともに市場化の波に日々洗
われている､あるいは追い立てられているというのが実状
だと思うんです｡それから3番目なんですが､実はこうい
ったグローバリゼーションや市場化を更に加速しているの
が､情報化の流れだろうと思うわけです｡情報化といいま
しても､個人でそれに対応するということは､その人それ
ぞれの好き嫌いの問題でございますから､そんなに急を要
するような問題ではないんですが､要は企業活動が完全に
この情報ネットワークシステムに組み込まれつつあるとい
う点が重要でございます｡ですから､事情が解ろうと解る
まいと､とにかく企業情報ネットワークシステムを使わな
いとビジネスにならない､あるいはビジネス即ち競争に立
ち遅れる､こういう事態が今到来しているわけです｡そう
いう意味で､これがまた市場競争を激化させるということ
です｡また､そういう競争を通じて市場化が進むと､さら
にグローバリゼーションが進む､こういう脈絡になってい
ると思われるわけです｡したがって､我々はこういった三
つの流れを一応､21世紀初頭の経済 ･社会を規定するであ
ろう大きな社会的な流れという意味で､- 良い名前がな
いもんですから-とりあえず｢メガトレンド｣と呼んでいる
わけですが､そういったものがこれから我々を取り巻く環
境として､無視Lがたいであろうということでございます｡
さて､そういう中で､一つは､我々はこの日本経済をど
ういうふうに深化させるのか｡何故なら日本経済はどうな
ってもいいというわけにはいきません｡グローバリゼーシ
ョンの中でも､一方ではやはり我々は日本経済を深化 ･発
展発展させていくという役割を担っているわけでありま
す｡更にそういった日本経済を探化させる上で､地域の内
発的な発展というものがないと､日本経済の内部的･内延
的な発展つまり自律的発展ということが不可能なわけで
す｡そういう意味で､日本経済とともに地域の方もグロー
バリゼ⊥ションの中で､どういうふうに経済を深化させ､
そして地域のqJ･il:./1･ilrJ.かしなが1､'lJtJ発的に発展していくの
かという課旭にil':'LliLてい;Lというように言えるわけで
す｡ところで､その内兜的･J'al蝿とIilいましても､それぞれ
の地域の特性を踏まえて発;はするのがまさに内発性でござ
いますから､全国一律に同じことをやることが必ずしも良
いとは言えないわけです｡その意味で､我々が置かれた地
域つまり新潟の､あるいは新潟県の特質は何かということ
をよく考えなければならないと思います｡それは一言で言
えば､この地域がやはり日本海地方に立地するという点に
あろうというように考えております｡ですから､日本海地
方に立地するという点での経済的あるいは社会的あるいは
歴史的さらには文化的な特質というものを活かしながら､
この地域の内発的な発展を図るという必要があろうかと思
うんです｡まさに､その点にこそ我が研究所の意義という
のがあるというように我々は考えているわけでございま
す｡
さて､以上が我々の研究を進めていく上での方法論とい
いますか､問題意識でございますが､そういう問題意識に
基いて一体どういうことをやろうとしているのかというこ
とが､この5ページから書かれているわけです｡これは既
に箇条書きになっておりますので､ご参照いただきたいと
思うんですが､要するに､研究課題としては､一つが地
場 ･地域産業を中心とした研究､さらには経営情報システ
ムを中心とした研究､さらに3番目には国際協力を中心と
した研究､これが研究課題でございます｡そして､大きな
課題の2番目が事業ですが､これには研究事業あるいは支
援事業というようなことがあります｡さらに広報活動とい
ったことであります｡それから､どういう体制でやるのか
という点に関しては､組織なり､あるいは陣容というもの
もここに書かれており､かつ学長の方からもその陣容につ
いては既に触れられておりますので省略させていただきま
す｡要はこういった研究ないし研究活動､あるいは事業を
冒頭で申し上げましたような問題意識に基いて行うという
点が肝要であろうというように考えております｡
さて､｢いったいお前たちはさしあたって何を研究しよ
うとしているのか｣という点でございますが､その点に関
して若干コメントをさしていただきたいと思います｡それ
は､先ほど言いましたように､平成10年度の事業計画にお
いて我々がどういうことを課題にしているのかという点で
ございます｡三つの課題を我々は考えております｡第1は､
やはり産学官協力に対する経営サイドからのアプローチが
必要であるということであります｡既に平成10年度の 『中
小企業自書』でも指摘しているように､新産業の創出ある
いはベンチャーの育成という場合に､いわゆる技術開発な
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いLは研究開発ということが非常に重視されているんです
が- それはそれとして重要であるとしても- 同時にそ
れとマーケテイングのミスマヅチということも非常に深刻
な問題になり始めているということでございます｡そうい
う意味では産学官協力に対する企業経営論的なアプローチ
というものが､これからは非常に重要になってくるという
ことで､そういうような課題を取り上げる｡ それから2番
目は､ある意味ではそれに関連するわけですが､今日企業
経営というのは- これは私の個人的な意見ではあります
が- いわゆる｢エンジニアリング･マネージメント｣つき
り企業内の合理化というようなものから次第に｢ネットワ
ーク･マネージメント｣つまり企業間関係をどう捉えるの
かという問題に次第に移行しつつあると私は見ておりま
す｡その意味では単に企業内の合理化あるいは効率化ある
いは収益性､こういったものだけをもって企業経営とみな
す時代は既に終わりつつあるということじゃないかと思い
ます｡その意味では､企業間ネットワークや､企業間取引
即ち流通とか物流あるいは金融といったいわゆるネットワ
ーク型産業が､これから非常に重要になってくる､企業経
営を考える上での不可欠の要素になってくる- と考えて
いるわけです｡なかんずく､この新潟県は､いわゆる環日
本海地域における拠点性を発揮するというように称してい
るのですから､この拠点性がどういう意味を持つのかとい
うことを我々は考えなければならないと思うんです｡です
から､より広域的なもの- つまり県全体のもの- へ､
そしてより高度なもの-と､その拠点性をいかにして広げ
高めていくかということが､ここで課題として取り上げら
れるべきであろうというように考えております｡それから､
3番目の課題はいわゆる企業情報ネットワークシステムに
対して地域というレベルで､どういうふうに取り組んでい
くのかということでございます｡先ほど言いましたように､
現在企業情報ネットワークシステムは企業のグローバリゼ
ーションに対応して､どんどん発展しております｡しかし､
そういうものに対応し得る､つまりそういう垂直的な統合
的なネットワークシステムを展開し得るという企業は極め
て限られております｡つまり､大企業であり､多国籍企業
であるわけです｡したがって､もう一つ､中小企業や零細
企業あるいは地場の企業はどういうふうに対応すべきなの
かという点が､当然課題として上がってくる｡ その限りで
は､いわゆる水平的な企業情報ネットワークシステムをど
ういうふうに地域レベルで作り上げていくのかという点
が､もう一つの選択肢として我々の前にやはり提起されて
いるというように考えべきであります｡それから､もう一
つは､いわゆる産業集積地域というものは今後は､単なる
いわゆる地場産業の産地という性格だけではなしに､そう
いった伝統性や地場性を活かしながらも､同時に地域にお
ける企業間ネットワークシステムと言われるようなものへ
と次第に転換していくべきであろうと考えているわけで
す｡そういう場合に､つまりそういう新しい集積論にとっ
て､いわゆるこの地域の企業情報ネットワークシステムを
どういうふうに構築していくのかということが問われてく
るだろうというように考えているわけです｡そういう意味
で､3番目の地域企業情報ネットワークシステム論の開
発 ･整備に関する研究ということを取り上げたいと考えて
いるわけです｡これはあくまでも課題でございますから､
これから皆さんといろんな場で意見交換をしながら､ある
いはいろいろお教えをいただきながら､我々の研究内容を
充実させていきたいと考えます｡研究誌を発行するとか､
あるいは産学官懇談会を開催するか､少なくとも構想だけ
はいろいろ膨らましておるわけでございます｡とりあえず､
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